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【河川整備の目標】
『戦後最大洪水である昭和２２年８月洪水と

同規模の洪水が発生しても、外水氾濫による
浸水被害防止する』

【整備計画目標流量】
大橋地点 ２，５００m3/s

【河川の整備の実施に関する事項】
①堤防の整備 ・河道の目標流量を安全に流下させるための「堤防の新設及び拡築」

・浸透に対する安全性を確保するための「堤防の質的整備（ドレーン工）」
②河道掘削 ・堤防整備が完了しても河道断面不足が生じている箇所の「河道掘削」

③地震・津波対策 ・堰や樋門・樋管などの「耐震性能の照査」、「耐震補強」などの必要な対策

④水防活動拠点 ・災害時における水防活動や応急復旧の拠点となる「河川防災ステーション」の整備

馬淵川水系河川整備計画（国管理区間）施工箇所位置図
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（根城地区）（根城地区）

堤防量的整備堤防量的整備
右岸右岸7.27.2～～8.4k8.4k
（八幡地区）（八幡地区）



－２－

馬淵川の総合的な治水対策馬淵川の総合的な治水対策

平成１８年１０月をはじめ近年１０年間で３回もの洪水が発生し、延べ３３６戸の浸水被害が発生したことを受け、馬淵
川沿川の１市２町、青森県、国土交通省により、効率的かつ早急な治水対策実現のため、市町・県・国が連携・分担し、
流域住民の安全・安心を図るため「総合的な治水対策」を策定しました。

これに基づき、平成１９年度から再度災害防止を目指した緊急的な治水対策（ハード・ソフト）を実施しています。
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ハード対策ハード対策 １０地区（①～⑩）においてハード対策を実施します。

ソフト対策ソフト対策 “洪水情報共有システム”の整備や“洪水ハザードマップ”の作成、
国・県・市町が連携した“洪水対応演習”などを実施します。

浸水家屋の移転 国

河川予定地の指定 国

①根城字河原
管理用通路の整備 国

②尻内町字大川原

排水施設整備 国

（排水ポンプ車・排水ピット整備）

内外水位計の活用（～H24年度） 国・青森県

避難体制の整備（～H23年度） 八戸市

③尻内町字表河原

排水ポンプ場（～H22年度） 八戸市

内外水位計の活用（～H24年度） 国・八戸市

④石堂・下長・高州

排水ポンプ場（H23年度～） 八戸市

排水路改修 八戸市

内外水位計の活用（～H24年度） 国・八戸市

⑤尻内町字尻内河原

排水管路改修 八戸市

⑦売市字小待

輪中堤（H20年度～） 青森県

災害危険区域指定 南部町

⑧相内

築堤・県道嵩上げ 青森県

⑨門前

輪中堤（H20年度～） 青森県

災害危険区域指定 三戸町

水位観測所設置 青森県

⑩川守田

凡例

対策済

対策中

未対策 防災ステーション（～H25年度） 国

水防センター（～H25年度） 八戸市

⑥尻内町字表河原（沿川全域）

馬淵川の総合的な治水対策位置図（ハード対策）



平成２２年度事業平成２２年度事業 河川改修事業河川改修事業 【【根城地区根城地区】】
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【事業の概要】
馬淵川右岸根城地区は、堤防未整備箇所のため洪水時の流下能力が低いまま残っている区間であり、

近年においても平成１６年、平成１８年の出水で浸水被害が発生していることから、治水安全度の向上
が急務となっています。このため、平成１６年度から、浸水被害の防止、流下能力の向上を目的として、
築堤工事を進めています。

【標準横断図】

根城地区の浸水状況根城地区の浸水状況

【【平成１８年１０月出水平成１８年１０月出水】】
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平成２２年度事業平成２２年度事業 河川環境整備事業河川環境整備事業

－４－

～ 新設魚道（アユ等）で１４種の遡上が可能 ～

既設魚道既設魚道

（階段式魚道）（階段式魚道）
現状 完成した完成した

左岸設緩勾配式魚道左岸設緩勾配式魚道

『魚がすみやすい川づくり事業』による魚道改良

馬淵大橋

馬
淵
川

→ 【左岸】【右岸】

既設の階段式魚道既設の階段式魚道 改良後改良後ののせせらぎ魚道せせらぎ魚道

馬淵大堰

対応

既設魚道の機能が十分
でないため魚の遡上害
（昭和55年３月完成）

日付 内　　　　　　　　　　　　　　　容

H19.7.9 第1回馬淵大堰魚道検討委員会

H19.8.30 第2回馬淵大堰魚道検討委員会

H19.12.6 第3回馬淵大堰魚道検討委員会

H20.2.19 第4回馬淵大堰魚道検討委員会

H20.6.30 第5回馬淵大堰魚道検討委員会

H21.2.27～28 緩勾配式魚道　水理調査（馬淵大堰全閉）

H21.3.11 第6回馬淵大堰魚道検討委員会

H21.7.15～16 緩勾配式魚道　水理調査（馬淵大堰全閉）

H21.11.4 第7回馬淵大堰魚道検討委員会

H21.12.3～4 緩勾配式魚道　モニタリング調査（ポンプ通水）

H22.1.15～17 緩勾配式魚道　モニタリング調査（馬淵大堰全閉）

H22.3.16 第8回馬淵大堰魚道検討委員会

H22.6.27～28 緩勾配式魚道　モニタリング調査（馬淵大堰全閉）

H22.7.29 緩勾配式魚道形状修正、モニタリング調査（馬淵大堰全閉）

H22.8.6 緩勾配式魚道形状修正、モニタリング調査（馬淵大堰全閉）

H22.8.9 緩勾配式魚道形状修正、モニタリング調査（馬淵大堰全閉）

H22.8.20 緩勾配式魚道　水理調査

H22.12.2 第9回馬淵大堰魚道検討委員会（予定）

緩勾配式魚道に改築すること
により、遡上環境を向上

【これまでの経緯】
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平成２２年度事業平成２２年度事業 河川維持管理業務河川維持管理業務

■ 維持修繕工事

■ 河川巡視業務

■ 樋門・樋管点検

・堤防除草工 年２回 ・堤防芝養生工 １式
・路面補修工 １式 ・塵芥処理工 １式

・河川パトロール週２回

・専門業者による設備点検 年１回
・水閘門操作員による点検 月１回

▲ 堤防除草作業の様子 ▲ 河川巡視の様子 ▲ 樋門・樋管点検の様子

－５－

一日市地区での
現地焼却



馬淵川水辺の楽校馬淵川水辺の楽校 （平成１８年７月完成）（平成１８年７月完成） 大量発生した「コモチカワツボ」大量発生した「コモチカワツボ」

ひょうたん池

せせらぎ水路

平成平成２２２２年度年度 河川環境の整備と保全河川環境の整備と保全 【【外来種対策の実施外来種対策の実施】】

馬淵川水辺の楽校（国道104号大橋下流右岸）のせせらぎ水路内で大量発生が確認された外来種の巻
き貝「コモチカワツボ」について、学識経験者・関係者と連携し、駆除対策を実施しています。

コモチカワツボとは、

【分布・形態】
・ニュージーランド原産の外来種です。
・大きさ４～５ｍｍ程度の小さな巻き貝で
在来のカワニナの稚貝と似ています。

【生息環境】
・湧き水のまわり、水草や糸状の藻類が
多い場所に生息しています。

【繁殖生態】
・高い繁殖力を持ち、無性生殖を行うため１匹でも増えます。

【生態系への影響】
・藻類を食べるため、同様に藻類を食べる魚や水生昆虫への影響
が懸念されます。
・カワニナによく似ていますが、これを餌として育ったホタルは、生
育が悪く、光も弱くなり、繁殖に支障をきたすといわれています。
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平成２２年度平成２２年度 河川環境の整備と保全河川環境の整備と保全 【【外来種対策の実施外来種対策の実施】】

氏　名 所　属 役　職

佐々木　幹夫 八戸工業大学　大学院 工学研究科　教授

木村　和年 東北医療福祉事業協同組合 次長

大高　明史 弘前大学 教育学部　教授

関下　斉 八戸野鳥の会 副会長

池田　光則 NPO法人水辺の楽校まべち 理事長

宮﨑　伸一郎 東北地方整備局 河川環境課長

久保田　一 青森河川国道事務所 事務所長

荒木　勝彦 青森河川国道事務所 副所長（河川）

福田　修 青森河川国道事務所 調査第一課長

齊藤　義己 青森河川国道事務所 河川管理課長

細田　文一 青森河川国道事務所 八戸出張所長

成田　忠義 八戸市 環境政策課長

酒巻　一修 ㈱建設環境研究所 仙台技術部長

馬淵川水辺の楽校の整備・調査・管理・利用等の関係者
１３名によるコモチカワツボ対策方針について検討しました。

検討会の様子検討会の様子

【検討会での決定事項】
・ガスバーナーで強制的に水路内を乾燥させ、完全駆除を目指す。
・コモチカワツボの死滅が確認できた段階で、通水の再開と立ち入
り制限を解除する。

せせらぎ水路とその周辺部において、ガスバーナーを
用いて焼却作業を実施しました。

焼却後

モニタリング調査結果により、コモチカワツボの生息個
体が確認されなかったため、通水を再開しました。

通水の再開 ひょうたん池流入口 ひょうたん池→せせらぎ水路

泥上げ後

－７－

① 第１回「コモチカワツボ」対策検討会の開催 ② 「コモチカワツボ」駆除大作戦！

③ せせらぎ水路への通水再開



合同パトロールと併せて、不法投棄が多発している馬淵
川河川敷５箇所に、「立て看板」を設置しました。

平成平成２２２２年度年度 住民参加と地域との連携住民参加と地域との連携

－８－

 ①  ②  ③

 ④  ⑤  ⑥

 ⑦  ⑧  ⑨  ⑩

（８月１７日）

〔 河 口 ～ 新 大 橋 〕
みんなで守ろう　きれいな川！

（４月２３日） （５月１４日）

（９月１０日）

（７月２７日）（８月３１日）

馬淵川ゴミマップ （ゴミを捨てると法律で罰せられます）

（５月１８日） （４月２３日）

（９月１４日） （８月３１日）

馬

川

淵

新大橋

八太郎大橋

①

馬淵川について

　何かありましたら

　　お知らせ下さい。

青森河川国道事務所

八戸出張所
〒０３９－１１０３
　八戸市長苗代二丁目５－８

ＴＥＬ：０１７８－２８－２６２６
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⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

馬淵川河川敷において、電化製品や大型家具などの不
法投棄が数多く見受けられる現状から、関係機関と連携し
て「馬淵川不法投棄対策合同パトロール」を実施しました。

■日 時 ： 平成２２年１１月１５日（月） ９：３０～
■場 所 ： 馬淵川河川敷

（馬淵川河口部～根城大橋上流）
■実施者 ： 青森河川国道事務所 八戸出張所

八戸警察署
八戸市環境部清掃事務所

▼ ＨＰに掲載している「馬淵川ゴミマップ」

馬淵川ゴミマップ
〔平成２２年度　（４月～９月）〕

Ｎ

地 区 名 を ク リ ッ ク する と「 区間 写真 」を 表示 しま す。

〔青森河川国道事務所　八戸出張所〕
ＴＥＬ：０１７８－２８－２６２６

大 橋 ～ 根 城 大 橋

河 口 ～ 新 大 橋

新大橋～沼館大橋

沼 館大 橋～ 馬淵 大堰

馬淵 大堰 ～Ｊ Ｒ馬 淵川 橋梁

ＪＲ馬淵川橋梁～大橋

根 城 大 橋 ～ 尻 内 橋

尻 内 橋 ～ 浅 水 川 放 水 路 付 近

浅 水 川 放 水 路 上 流 付 近 ～ 櫛 引 橋

みんなで守ろう きれいな川！
（ゴミを捨てると法律で罰せられます）

今回の整理ゴミには自転車の投棄は含まれていません。

自転車の投棄は４月～９月末まで２０台程度あり、すべて警察に届け

ました。

日頃より河川パトロールで、ゴミの不法投棄の監
視・調査を行っています。

馬淵川不法投棄対策合同パトロール

▲ 合同パトロールの様子



平成平成２１２１年度年度 住民参加と地域との連携住民参加と地域との連携

－９－

馬淵川における「川の通信簿」は、平成２１年７月１１
日（土）に直轄河川管理区間内の馬淵川水辺の楽校
において、地域住民との共同で実施しました。

川 の 通 信 簿

▲ 地域住民参加による評価作業の様子

【総合的な成績 ☆☆☆（三つ星）】

今後は、この評価結果を受け
■「川の通信簿」に加えて、利用者アンケートの実施
■手作り案内看板の製作・設置
■ボランティアパトロールの募集

などを実施していく予定です。



平成平成２２２２年度年度 住民参加と地域との連携住民参加と地域との連携
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【平成２２年１０月８日】

八戸市立下長中学校１年生２０８名を対象に、総合的
な学習の時間を活用し、「水のはなし」、「馬淵川の環境
について」の出前講座を実施しました。

併せて、馬淵川水辺の楽校での清掃活動・水生生物
調査等も実施しました。

【主な質問】
・生物を増やすにはどん
な環境にすべきか？
・外来種は環境変化に強
いか？
・馬淵川にはどれくらいの
外来種がいるのか？

出 前 講 座

▲ 水質調査の様子

一日河川パトロール

【平成２２年７月２７日】

八戸市立下長中学校科学部１６名が参加し、馬淵川
上流（源流）、中流（二戸市）、下流（水辺の楽校）での
水質調査および水生生物調査を実施しました。

▲ 水生生物調査の様子▲ 出前講座の様子


